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平成２９年８月４日 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

 

平成２９年度 サンマ長期漁海況予報 

          － 別表の水産関係機関が検討し国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

東北区水産研究所がとりまとめた結果 － 

 

 

今後の見通し(平成29年8月～12月)のポイント 
 

漁況 

・来遊量は前年を下回る。 

・漁期前半（10月上旬まで）の来遊量は前年を上回るものの、漁期後半（10月中旬以降）は前年を下回

り、低調に推移する。 

・前年よりも沿岸寄りに漁場が形成される。 

海況(平成29年度 第３回 東北海区海況予報参照;掲載先 http://abchan.fra.go.jp/) 

・親潮第1分枝の南限はかなり南偏で推移すると予測されていることから、今期は道東～三陸海域への

魚群の来遊を阻む状況にはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年6月～7月に行った表層トロール漁獲試験によるサンマ漁期前分布量調査の結果 

円の面積は漁獲されたサンマの尾数、×は漁獲のなかった調査点を示す。緑の矢印は漁期前半

に、黄色の矢印は漁期後半に来遊する魚群の想定経路を示す。 

 

 

 

問い合わせ先 

漁況について 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 東北区水産研究所 資源管理部 

担当：木所、巣山 

電話：0178-33-3411 FAX：0178-34-1357 

海況について 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 東北区水産研究所 資源環境部 

担当：筧、奥西 

電話：022-365-9928 FAX：022-367-1250 

当資料のホームページ掲載先URL 

http://tnfri.fra.affrc.go.jp/press/h29/ 
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平成29年度 北西太平洋サンマ漁況予報 

今後の見通し(2017年8月～12月) 

対象海域：北西太平洋(道東海域から常磐海域) 

対象漁業：サンマ棒受網 

(1)来遊量：来遊量は前年を下回る。漁期前半（10月上旬まで）は前年を上回るものの、漁期後

半（10月中旬以降）は前年を下回り、低調に推移する。 

(2)魚体：漁期前半は1歳魚の割合が高いが、漁期後半は1歳魚の割合が低くなる。漁期全体とし

ては1歳魚の割合は前年よりも低い (1歳魚の体長は、6月～7月の漁期前分布量調査

時に27cm以上、8月以降の漁期中は28cm以上)。 

(3)漁期・漁場：大型船出漁直後(8月下旬)は道東海域よりも北東の海域に漁場が形成される。9

月中旬になると一時的に漁獲量が増加するものの、その後は低調に推移する。漁場

は道東沿岸の親潮第1分枝沿いに形成され、三陸海域への魚群の南下時期は前年より

も早く、漁場形成は10月上旬となる。 

 

サンマの漁獲量と資源の状況 

 

［漁獲の状況］ 

サンマは日本の近海だけでなく、北太平洋の中緯度域(亜寒帯から亜熱帯海域)に広く分布し、適水温

域を南北方向に季節回遊するほか、東西方向にも大きく移動する（図1）。漁期前の6月～7月には主に東

経155度よりも東側(沖側)に分布しているが、8月以降になると日本近海に来遊してくる。日本のサンマ漁

獲量の95%以上は8月～12月の棒受網漁業で漁獲される。棒受網の漁場は、8月は千島から道東沖、10

月には三陸沖に漁場が形成され、11月下旬～12月には茨城県～千葉県沖にまで達する（図2）。 

日本のサンマ棒受網漁業は1950年代以降に発展し、漁獲量が急増した。その後、1970年代は漁獲量

の変動が大きいものの、概ね20～30万トンの範囲で比較的安定して推移した。しかし、2010年以降は減
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少傾向となり、2015年（11.6万トン）と2016年（11.4万トン）は1977年以降で最も低い値となっている（図3）。

日本のほか、ロシア、台湾、韓国、中国でもサンマを漁獲しており、2013年以降の台湾の漁獲量は日本

の漁獲量を上回っている（表1）。台湾と中国の漁獲量増加によって、2016年の全漁業国・地域の漁獲量

に占める日本の漁獲量の割合は約1/3となっている(表1)。 

 

［分布量の推移］ 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 (以下、水産研究・教育機構)では、2003年より水産庁の委託

を受け、漁期前分布量調査として、漁期前(6月～7月)に日本近海から西経165度の海域において表層ト

ロール網を用いた漁獲試験を実施し（図4、補足資料）、サンマの分布量を推定している。サンマの分布

量は、2003年～2008年は283万トン～502万トンであったが、2010年は208万トンに減少し、その後も200

万トン前後で推移してきた(図5)。なお、2017年の調査結果では、分布量は前年の約半分の86万トンと推

定され、4年連続で減少していることから、近年のサンマの資源の動向は減少と判断される。 

海域別に見ると、日本に近い1区（東経162度以西の海域）における分布量は、2003年～2009年は平

均105万トンであったが、2010年～2016年には平均13万トンになっており、2010年以降、特に1区の分布

量が減少した。2017年の1区の分布量（23万トン）は、2010年以降では2015年に次ぐ高い値であったもの

の、2003年～2009年よりも少ない状態が続いている。一方、2区（東経162度～西経177度）の分布量は、

2003年～2016年は112万トン～385万トン（平均190万トン）であったが、2017年は36万トンとなり、2003年

～2016年と比較して著しく低くなった。2017年の分布量減少には、特に2区の分布量減少が影響を与えて

いると判断される。 

 

［資源の状況］ 

2003年以前の長期的なサンマ資源量の指標値として、日本漁船の標準化CPUE（棒受網1操業あたり

の漁獲量）を用いると、1980年代初めは現在よりも低く、その後1994年まで上昇傾向であったが、1998年

と1999年は一時的に低下し約1トンとなった（図6）。2002年以降は再び上昇傾向を示し、2008年には1980
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年以降の最高値（7.11トン）に達したものの、その後は急速に減少し、2013年以降は、2014年（3.30トン）を

除き、2トン未満（2016年は1.82トン）となった。サンマの資源水準の指標として標準化CPUEを用い、平均

値（2.69トン）の±標準偏差（1.67トン）内を中位水準、平均値＋標準偏差以上を高位水準、平均値－標準

偏差以下を低位水準として判断すると、2016年の標準化CPUE（1.82トン）は、平均値±標準偏差内にあ

ることから、2016年の資源水準は中位と判断された（図6）。ただし、分布量が減少した2017年の資源水

準に関しては、2017年の漁業情報を基に判断することとなる。 

 現在、北太平洋のサンマは高度回遊性魚類として北太平洋漁業委員会（NPFC）による資源管理の

対象になっている。NPFCの科学委員会では今年、2015年までのデータを用いてサンマの暫定的な資源

評価を実施し、現在のサンマの資源状態は最大持続生産量（MSY）の水準を下回っていないとの結果を

提出している。しかし、この結果は2015年漁期までのデータしか使用しておらず、上述の通り、2017年の

日本の調査（水産研究・教育機構による漁期前分布量調査）結果では、分布量が引き続き減少してい

る。そのため、サンマの資源状態について、最新のデータを基に速やかに再評価する必要がある。 

前年までのサンマの漁獲量、資源状況の詳細に関しては「国際資源の現況」として下記でも紹介され

ている。http://kokushi.fra.go.jp/index-2.html 

 

今後の見通しについての説明 

 

本予報は、上述の漁期前（6月～7月）に水産研究・教育機構が行った漁期前分布量調査の結果を主

要な情報として、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 水産研究本部 釧路水産試験場(以下、釧

路水試)が7月に実施したサンマ北上期資源調査の結果、全国さんま棒受網漁業協同組合(全さんま)が5

月から実施しているサンマ棒受網漁船の公海試験操業結果を用いて作成した。なお、水産研究・教育機

構が行った調査結果から推定されるサンマのうち、漁期前(6月～7月)に1区と2区に分布していたサンマ

が今期の主な漁獲対象になると考えられる。 
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（1） 来遊量 

2017年の水産研究・教育機構の漁期前分布量調査結果では、東経160度付近では1歳魚（調査時に体

長27cm以上のサンマを1歳魚とした）が多く採集され、0歳魚（調査時に体長27cm未満のサンマを0歳魚

とした）は主に東経163度と西経域で採集された(図4)。しかし、例年採集尾数が多い東経167度～179度

の海域では、2017年はサンマがほとんど採集されなかった。その結果、2区の分布量は過去の推定値と

比較して著しく低い値となり、今期に漁獲対象となる1区と2区の分布量（59.5万トン、96.3億尾）は、前年

（121.9万トン、157.4億尾）に比べて半減した（図5）。 

ただし、海区別にみると、1区の分布量（23.4万トン）は前年（9.6万トン）を上回っていた。加えて7月の釧

路水試による調査結果でも水産研究・教育機構の調査結果と同様に東経160度付近の2調査点（北緯43

度52分、東経160度54分と北緯45度59分、東経160度54分）では1歳魚主体にサンマが多く採集されてい

た（597尾と1518尾）。また、5月から始まったサンマ棒受網漁船の公海試験操業でも東経160度付近に漁

場が形成されており、6月～7月の調査で1歳魚が多く採集された海域に漁場が形成されていた (図7)。 

以上のように、今期に漁獲対象となる1区と2区のサンマの分布量は前年を大きく下回ったものの、海

域別にみると、1区の分布量は前年を上回っていた。そのため、1区のサンマが日本近海の漁場に来遊

する漁期前半（10月上旬まで）の来遊量は前年を上回ると予想される。しかし、これらのサンマが来遊し

た後は後続となる魚群が2区にほとんど分布していないため、漁期後半（10月中旬以降）の来遊量は前

年を下回り、漁模様も低調に推移すると予想される。なお、2017年の漁期前における分布量が前年を大

きく下回っていたことから、漁期全体の来遊量も前年を下回ると予想される。 

 

(2)魚体 

漁期前分布量調査で1区と2区に1歳魚の割合が高い年は、漁期中の漁獲物に占める1歳魚の割合も

高くなる。2017年の調査結果では、1区と2区における1歳魚(27cm以上)の分布尾数は37.2億尾、全体に

占める割合は38.6%で、前年（84.9億尾、53.9%）よりも低かった。そのため、漁獲物に占める1歳魚の比率

は前年を下回ると予想される。 
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なお、サンマは西側に分布していた魚群から順次、日本近海の漁場に来遊すると考えられるため、1

区に分布していたサンマが来遊する漁期前半は1歳魚が中心に漁獲されると予想される(図8)。しかし、

その後は東経163度付近に分布していた0歳魚が順次混じるようになり、さらに東経167度以東には1歳魚

がほとんど分布していなかったことから、漁期後半は0歳魚が主体になると予想される。 

 

(3)漁期・漁場 

2010年以降、漁期前の1区における分布量の減少は、漁期前半の漁獲量に加えて漁場位置にも影響

を与えている。1区の分布量が減少する2009年以前は、8月下旬に道東海域～色丹島南沖に漁場が形

成されることが多かったが、2010年以降は道東海域よりも北東の海域に形成されるようになった(図9)。

2017年も1区の分布量が2009年以前の水準に戻っていないことから、大型（100トン以上）のサンマ棒受

網船が出漁する8月下旬の主漁場は、道東海域よりも北東の色丹島～ウルップ島沖に形成されると予想

される。 

2010年～2016年は、暖水塊が道東沿岸に接近していたため、親潮第1分枝が発達せず、サンマが沖

合の親潮第2分枝を通って南下していた。そのため、9月下旬以降の漁場が沖合化し、2014年を除いて沿

岸の漁場があまり形成されなかった。しかし、本年7月28日に水産研究・教育機構が発表した「第3回 東

北海区海況予報」では、道東沖には暖水塊は分布せず、近海の黒潮系暖水の北限位置はかなり南偏

（北緯37度10分～38度）、8月～9月の親潮第1分枝の南限もかなり南偏（北緯37度40分～39度30分）で

推移すると予測されていることから、今期は道東沿岸へのサンマの来遊南下を妨げるような水温分布に

はならないと予想される。以上の状況から、道東海域では漁期前分布調査時に東経160度付近に分布し

ていたサンマが来遊する9月中旬には、沿岸域に主漁場が形成され、一時的に漁獲量が増加すると予

想される。その後は、親潮第1分枝に沿ってサンマが南下し、三陸海域では前年よりも早く、平年並みの

10月上旬に漁場が形成される。なお、常磐海域の漁期・漁場予測は、9月から始まる「サンマ中短期予

報」で発表する。 

(掲載場所はhttp://www.jafic.or.jp/gyokaikyo/index.html) 
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図 1. サンマの分布域（索餌場と産卵・生育場）と日本漁船及び外国漁船の主漁場位置 

 

 

 

図 2．本予報における海域区分 

矢印は一般的に想定される主な魚群の移動方向 

西に移動し日本近海に来遊してくる 
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図 3．日本のサンマ漁獲量  

漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省）を基に作成 

1995 年以降は外国の漁獲量（NPFC の資料）を追加 

 

表 1. 各国のサンマ漁獲量（トン） NPFC の資料を基に作成 
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1995 273,510 30,996 14,283 13,772 332,561 82.24
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1997 290,813 50,227 4,493 21,887 367,420 79.15
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2010 207,489 20,620 31,686 165,692 425,487 48.77

2011 215,353 18,068 62,064 160,532 456,017 47.22
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2016 114,222 16,828 14,623 145,531 63,016 354,220 32.25
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図4．水産研究・教育機構が6月～7月に実施した漁期前分布量調査におけるサンマの分布状況 

1区の分布量が減少する前（2009 年）と前年（2016 年）、2017 年の調査結果を示した。円

の面積は調査1網あたりの採集尾数を示す。●は０歳魚、●は1歳魚の割合を示す。2003

年～2017 年の調査結果は補足資料１に示した。 
 

 

図5．水産研究・教育機構の漁期前分布量調査（6月～7月）で推定された 

2003 年～2017 年のサンマ分布量 
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図 6. 日本漁船におけるサンマの標準化 CPUE の推移 

 

 

 

 

 

図 7．2017 年 6月のサンマ棒受網漁船による公海試験操業結果(全さんま提供資料、暫定集計値)  

円の大きさは棒受網によるサンマの漁獲量(1日 1隻あたり：トン)を示す。黒の×は往復時ま

たは探索時の正午位置を示す。 
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図 8． 水産研究・教育機構が6月～7月に実施した漁期前分布量調査におけるサンマの分布状

況と経度10度ごとの体長組成 

    体長組成は体長1cmごとの採集尾数として示した。サンマは西側に分布していた魚群

から順次日本近海に来遊するため、漁期前半は1歳魚が多いものの、その後は0歳魚が

中心になると予想される。 
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図 9． 2009 年(1区の分布量が減少する前)と、 2016 年(1区の分布量が減少してから)の 8月下

旬の漁場。赤丸とその大きさは、サンマ漁船の操業位置と漁獲量の多さを示す。 
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補足資料 水産研究・教育機構が6月～7月に実施した漁期前分布量調査における 

サンマの分布状況（2003 年～2007 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円の面積は調査1網あたりの採集尾数を示す。●は０歳魚、●は1歳魚の割合を示す。 
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補足資料 水産研究・教育機構が6月～7月に実施した漁期前分布量調査における 

サンマの分布状況（2008 年～2012 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円の面積は調査1網あたりの採集尾数を示す。●は０歳魚、●は1歳魚の割合を示す。 
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補足資料 水産研究・教育機構が6月～7月に実施した漁期前分布量調査における 

サンマの分布状況（2013 年～2017 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円の面積は調査1網あたりの採集尾数を示す。●は０歳魚、●は1歳魚の割合を示す。 
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参 画 機 関  

 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 

水産研究本部 釧路水産試験場 

 

岩手県水産技術センター 

 

宮城県水産技術総合センター 

 

福島県水産試験場 

 

千葉県水産総合研究センター 

 

一般社団法人 漁業情報サービスセンター 

 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構  

中央水産研究所 

 

(取りまとめ機関) 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

東北区水産研究所 

 

上述の参画機関の他、全国さんま棒受網漁業協同組合からサンマ棒受網漁船の

公海試験操業のデータおよび標本を提供していただいた。 

 

         


